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令和４年第３回羅臼町議会臨時会（第１号） 

 

令和４年５月１８日（水曜日）午前１０時００分開会 

 

──────────────────────────────────── 

 

○議事日程 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

 日程第 ２ 会期の決定 

 日程第 ３ 諸般の報告 

 日程第 ４ 町長行政報告 

 日程第 ５ 報告第２号 専決処分した事件の承認について 

 日程第 ６ 報告第３号 専決処分した事件の承認について 

 日程第 ７ 報告第４号 専決処分した事件の承認について 

 日程第 ８ 報告第５号 専決処分した事件の承認について 

 日程第 ９ 報告第６号 専決処分した事件の承認について 

 日程第１０ 議案第３４号 羅臼町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求

めることについて 

 日程第１１ 議案第３５号 羅臼町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求

めることについて 

 日程第１２ 議案第３６号 羅臼町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求

めることについて 

 日程第１３ 議案題２９号 羅臼町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例の一部を改正

する条例制定について 

 日程第１４ 議案題３０号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定につい

て 

 日程第１５ 議案第２５号 令和４年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算 

 日程第１６ 議案第２６号 令和４年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会計補正予

算 

 日程第１７ 議案第２７号 令和４年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計補正予算 

 日程第１８ 議案第２８号 令和４年度目梨郡羅臼町水道事業会計補正予算 

 日程第１９ 議案第３１号 羅臼町町税条例等の一部を改正する条例制定について 

 日程第２０ 議案第３２号 羅臼町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定につ

いて 

 日程第２１ 議案第３３号 財産の取得につて 

──────────────────────────────────── 
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○出席議員（９名） 

  議 長 １０番 佐 藤   晶 君    副議長  ９番 小 野 哲 也 君 

       １番 加 藤   勉 君         ２番 田 中   良 君 

       ３番 髙 島 讓 二 君         ５番 坂 本 志 郎 君 

       ６番 松 原   臣 君         ７番 村 山 修 一 君 

       ８番 鹿 又 政 義 君 

──────────────────────────────────── 

○欠席議員（０名） 

──────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条により説明のため出席した者 

 町     長  湊 屋   稔 君   副  町  長  川 端 達 也 君 

 教  育  長  石 崎 佳 典 君   企画振興課長         八 幡 雅 人 君 

 総 務 課 長         本 見 泰 敬 君   税務財政課長         対 馬 憲 仁 君 

 税務担当課長         飯 島   東 君   環境生活課長         長 岡 紀 文 君 

 保健福祉課長         福 田 一 輝 君   保健･国保担当課長         洲 崎 久 代 君 

 産業創生課長         大 沼 良 司 君   まちづくり担当課長         湊   慶 介 君 

 建設水道課長         佐 野 健 二 君   学 務 課 長  平 田   充 君 

 社会教育課長         野 田 泰 寿 君   会 計 管 理 者         鹿 又 明 仁 君 

──────────────────────────────────── 

○職務のため議場に出席した者 

 議会事務局長         松 﨑 博 幸 君   議会事務局次長  堺   勝 敏 君



― 3 ― 

──────────────────────────────────── 

午前１０時００分 開会 

──────────────────────────────────── 

◎開会・開議宣告         

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） おはようございます。 

 ただいまの出席議員は９人です。 

 定足数に達しておりますので、令和４年第３回羅臼町議会臨時会を開会いたします。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 なお、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、会期中における議場内でのマスク

の着用並びに出入口３か所を開放といたします。 

 ただし、発言時においては、一定の距離を確保した上でマスクを外すことも許します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 本臨時会の会議録署名議員は、会議規則第１２３条の規定により、７番村山修一君及び

８番鹿又政義君を指名いたします。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２ 会期の決定 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第２ 会期の決定の件を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会期については、議会運営委員会で協議をしていただき、本日１日としたい

と思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本臨時会の会期は、本日１日とすることに決定いたしました。 

──────────────────────────────────── 

◎知床観光船遭難事故に伴う「黙禱・追悼の言葉」 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 議事審議に入る前に皆様にお願いを申し上げます。 

 去る４月２３日、知床半島沖合で起きました知床観光船の遭難事故において、多くの尊

い人命が失われました。 
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 犠牲となられました方々に哀悼の意を表するために１分間の黙禱をささげ、御冥福をお

祈りすることといたしますので、よろしくお願いをいたします。 

○議会事務局長（松﨑博幸君） 皆様、御起立をお願いします。 

 それでは、黙禱を行います。 

 黙禱。 

（黙  禱） 

 黙禱を終わります。 

 皆様、御着席ください。 

○議長（佐藤 晶君） 一言述べさせていただきます。 

 このたびの知床観光船の遭難事故におきましては、近年では記憶にないほどの惨事とな

りました。 

 事故により尊い命をなくされました１４名の方々、また、大切な御家族を失われた方々

におきましても、その悲しみはひとしおのことと存じます。心より哀悼の意を表するとこ

ろであります。 

 今なお１２名の方々の安否が分からない状況であり、関係機関による懸命な捜索活動も

連日続けられているところであります。一刻も早く、また１人でも多くの方々が発見され

ることを切に願うばかりであります。 

 羅臼町議会を代表いたしまして、事故に遭われました皆様方に対し、心よりお見舞いを

申し上げ、慰霊の言葉とさせていただきます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第３ 諸般の報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 羅臼町監査委員から、例月出納検査の結果について報告がありました。資料は、議長の

手元で保管しております。 

 これで、諸般の報告を終わります。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第４ 町長行政報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第４ 町長から行政報告の申出がありましたので、これを許

します。 

 町長。 

○町長（湊屋 稔君） おはようございます。 

 ただいま議長よりお許しをいただきましたので、２件の行政報告をさせていただきま

す。 

 １件目は、先ほど黙禱をささげさせていただきました観光船の沈没事故についてであり
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ます。 

 ４月２３日に発生しました斜里町ウトロ海域での観光船沈没事故については、剰員・乗

客２６名のうち１４名が発見されておりますが、いずれも死亡が確認されております。 

 また、１２名がいまだ行方不明となっております。 

 お亡くなりになられた方々、また、御家族、御親族の方々に心からのお悔やみと、いま

だ発見に至っていない行方不明者の早期発見を願ってやみません。 

 事故が発生して数日後でありますが、斜里町の馬場町長から「今回の事故で羅臼町の

方々に多大なる御迷惑をおかけしました。また、羅臼漁業協同組合の皆様や羅臼町観光船

協議会などの船にて捜索に協力をいただいていることに感謝を申し上げます」と御連絡を

いただきました。 

 私からは、「同じ知床の地に住む者として、人ごとでありませんので、今後もできる限

りの協力をさせていただきますし、全員が一日も早く御家族の元へお帰りになることを

願っています」とお伝えをさせていただきました。 

 本日でちょうど２５日になりますが、羅臼町としても引き続き協力をしてまいりたいと

思います。 

 また、今後このような事故を繰り返すことのないよう、いま一度安全確認の徹底を図る

とともに、関係者との連携を強化し、必要な対策をしてまいります。 

 ２件目は、火災の発生についてであります。 

 令和４年中２件目の火災が発生しておりますので御報告いたします。 

 この火災は令和４年４月１３日水曜日、午前５時４２分に覚知した海岸町、小林廣幸さ

ん所有の加工場兼倉庫火災であり、所有者の家族から通報を受け、消防署から３台の消防

車が出動しました。 

 初動で１、４、５分団が出動しており、現場からの要請で２分団が第２出動していま

す。 

 先着した職員により消火活動を実施、近隣の消火栓及び海水を使用し、放水を実施して

おります。 

 死傷者はおりません。 

 午前９時に火炎及び延焼のないことを確認し、鎮火といたしました。 

 なお、火災原因については、建物内部の一部の焼損について原因が特定できなかったた

め不明としております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 晶君） これで、行政報告は終わりました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第 ５ 報告第２号 専決処分した事件の承認について 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第５ 報告第２号専決処分した事件の承認について議題とい
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たします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（湊屋 稔君） 議案書の１ページをお願いいたします。 

 報告第２号専決処分した事件の承認について。 

 また、この後の報告第３号から第６号、また、その後の議案第３４号、３５号、３６号

の人事案件につきましては私から、議案第２９号、３０号、議案第２５号から２８号まで

と議案第３１号、３２号、３３号につきましては副町長及び担当課長より説明をさせます

ので、どうぞよろしくお願いをいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 副町長。 

○副町長（川端達也君） 議案の１ページをお願いいたします。 

 報告第２号専決処分した事件の承認について。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので報告し、承

認を求める。 

 ２ページをお願いします。 

 専決処分書、令和３年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算について。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分する。 

 専決処分年月日につきましては、令和４年３月３１日であります。 

 ３ページをお願いします。 

 令和３年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算。 

 令和３年度目梨郡羅臼町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正であります。 

 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億８,３２２万１,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５６億４,３３９万１,０００円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は第１表歳入歳出予算補正による。 

 第２条は、地方債の補正であります。 

 地方債の変更は第２表地方債補正による。 

 ４ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入であります。 

 ２款地方譲与税９４万円を追加し、１,８６２万５,０００円。 

 １項地方揮発油譲与税１４万８,０００円を追加し、４６４万８,０００円。 

 ２項自動車重量譲与税７９万２,０００円を追加し、１,３２９万２,０００円。 

 ３款１項利子割交付金７万３,０００円を減額し、４２万７,０００円。 

 ４款１項配当割交付金６５万８,０００円を追加し、２１５万８,０００円。 
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 ５款１項株式等譲渡所得割交付金１６０万７,０００円を追加し、２６０万７,０００

円。 

 ６款１項法人事業税交付金５６８万８,０００円を追加し、７２８万８,０００円。 

 ７款１項地方消費税交付金３,０６８万９,０００円を追加し、１億３,６６８万９,００

０円。 

 ８款１項環境性能割交付金２２万円を減額し、１２８万円。 

 ９款地方特例交付金９３万３,０００円を追加し、３,３２３万９,０００円。 

 １項地方特例交付金９３万３,０００円を追加し、２４３万３,０００円。 

 １０款１項地方交付税５億１,７０６万２,０００円を追加し、２４億３,９４７万６,０

００円。内訳としまして、普通交付税が４億３,７７９万５,０００円の追加で、特別交付

税が７,９２６万７,０００円の追加となります。 

 ここまでの２款地方譲与税から１０款地方交付税までにつきましては、譲与税や交付

金、交付税の確定によるものでございます。 

 １２款分担金及び負担金２７０万２,０００円を減額し、６,９６８万１,０００円。 

 ２項負担金２７０万２,０００円を減額し、５,９７２万４,０００円。羅臼地区地域水

産物供給基盤整備事業や深層水取水管増設工事、さらに漁港改修局改事業、これらの事業

費の確定に伴い、地元負担金の減額となります。 

 １４款国庫支出金６,３２６万８,０００円を減額し、５億２４３万７,０００円。 

 １項国庫負担金６２０万２,０００円を減額し、１億６,８４６万３,０００円。内訳に

つきましては、小規模保育事業給付費１１６万円、障がい者自立支援医療費２２５万円、

障がい者補装具費６７万円、新型コロナウイルスワクチン接種対策として１８０万９,０

００円は、それぞれ負担金額の確定による減額でございます。 

 また、児童手当制度改正実施円滑化事業負担金３１万３,０００円が減額で、国庫負担

金への組替えとなります。 

 ２項国庫補助金５,７０６万６,０００円を減額し、３億３,１８０万８,０００円。社会

保障・税番号制度システム整備事業及びマイナンバーカード交付事務の事業費確定により

７９万１,０００円が追加、また、先ほどの国庫交付金で減額しました児童手当制度改正

実施円滑化事業負担金３１万３,０００円が追加、次に、合併浄化槽設置事業１１９万７,

０００円、養育医療給付費１８万円、深層水取水管増設工事に関わる水産業競争力強化緊

急施設整備事業３８２万円、シレココ・プロジェクト事業の国立公園・温泉地等滞在推進

型事業で６７万５,０００円、幼稚園と小学校のＬＥＤ化改修工事におけます学校施設環

境改善交付金が２２７万１,０００円、さらに、放課後児童クラブにおける子ども子育て

支援交付金で１０７万７,０００円、住民税非課税世帯臨時特別給付金８５６万５,０００

円、低所得者子育て世帯に対する臨時給付金１３９万６,０００円が、それぞれ事業費の

確定による減額となります。 

 さらに、昨年の第４回定例会及び本年第１回臨時会におきまして、子育て世帯臨時特別
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給付金に関わる経費を補正させていただき、事業を進めてきましたが、対象者数を多く見

込んだことにより３,８９８万９,０００円が減額となります。 

 １５款道支出金４９１万４,０００円を減額し、１億５,５９２万８,０００円。 

 ５ページになります。１項道負担金１８８万５,０００円を減額し、８,３２４万８,０

００円。内訳につきましては、小規模保育事業給付金４２万５,０００円、障がい者自立

支援医療費１１２万５,０００円、障がい者補装具費３３万５,０００円が事業費の確定に

よる減額となります。 

 ２項道補助金３０２万９,０００円を減額し、５,９６４万２,０００円。この内訳につ

きましては、防災備蓄品購入による北方領土隣接地域補助金として４７万円、重度心身障

がい者医療給付費補助金４６万３,０００円、ひとり親家庭等医療給付費補助金２０万９,

０００円、放課後児童クラブの子ども子育て支援交付金１０７万７,０００円、乳幼児等

医療費及び養育医療費補助金が８１万円、これらが事業費確定による減額となります。 

 １７款１項寄附金５,３００万円を減額し、４億４,８４１万６,０００円。これにつき

ましては、ふるさと納税の寄附額の確定による減額となります。 

 なお、令和３年度のふるさと納税寄附額は約４億４,０６８万４,０００円となる見込み

でございます。 

 １８款繰入金１項基金繰入金１億１,８２２万１,０００円を減額し、４億１,５２２万

９,０００円。内容につきましては、歳入歳出総額の確定に伴いまして、財政調整基金へ

繰り入れする必要がなくなったことで、１億９５４万５,０００円の減額、また、町営住

宅の修繕料、長寿命化工事の事業費確定により、その財源としておりました公共施設整備

基金繰入金２０３万５,０００円を減額、文教施設整備基金繰入金につきましては、幼稚

園と小学校のＬＥＤ改修工事の国庫補助、地方債が減額したことにより、１,０３６万５,

０００円を増額しております。 

 さらに、知床・羅臼まちづくり基金繰入金につきましては、深層水取水管増設工事、地

域活性化補助金、さらに合併処理浄化槽整備事業などの事業費確定によりまして、その財

源としておりました当該繰入金１,７００万６,０００円を減額しております。 

 １９款１項繰越金１億９４２万９,０００円を減額し、１,０００円。例年、歳出の財源

調整のため、その財源を繰越金に求めて予算化しておりましたが、歳入見込額の増額によ

り、令和３年度当初の繰越金予算額のほぼ全額の１億９４２万９,０００円を減額するも

のでございます。 

 ２０款諸収入２,０９７万１,０００円を追加し、７,９４６万７,０００円。 

 ３項雑入２,０９７万１,０００円を追加し、７,４２４万１,０００円につきましては、

宝くじ交付金２３４万円の増額。北方領土隣接地域振興等事業補助率差額交付金として

１,９０３万円の増額。二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金３９万９,０００円が減額

であり、これらは事業費確定によるものでございます。 

 ２１款１項町債４,３５０万円を減額し、６億７,００４万５,０００円。これは、防災
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行政無線デジタル化整備事業債２,９４０万円、じん芥収集車更新事業債２２０万円、漁

港改修局改事業債５０万円、町道整備事業債１４０万円、小学校ＬＥＤ改修事業債５６０

万円、幼稚園ＬＥＤ改修事業債２５０万円、給食センター備品更新事業債１９０万円が、

それぞれ事業費確定により、起債の借入額が減額となるものでございます。 

 歳入合計１億８,３２２万１,０００円を追加し、５６億４,３３９万１,０００円となる

ものでございます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 ２款総務費３億１,０１６万９,０００円を追加し、１８億９,７１９万１,０００円。 

 １項総務管理費３億４,０５９万５,０００円を追加し、１５億４,３８４万８,０００

円。内訳につきましては、最初に積立金でありますが、令和３年度の留保財源を５億１,

５００万円を予定しており、そのうち４億円を積立可能額として試算しております。この

４億円の内訳につきましては、今後の各種施設整備に備えて、２分の１の２億円を公共施

設整備基金へ積立て、また、教育施設の整備に備えて、５,０００万円を文教施設整備基

金へ積立て、さらに地方債の今後の償還額の増加に備え、１億５,０００万円を減債基金

へ積立てさせていただきます。そのほかにつきましては、町バス運行に関わる減収分負担

金７９万９,０００円の減額は、事業費確定によるものでございます。地域振興に要する

経費５１万８,０００円、さらに公用車管理に要する経費６９万円は、新型コロナウイル

スの影響によります会議等の中止や会議の規模縮小による減額となっております。電算シ

ステム運用に要する経費１０４万１,０００円の減につきましては、システム機器の入札

減などによるものでございます。また、地域提案型事業に要する経費１９２万３,０００

円、ふるさと納税に要する経費５,３００万円が、それぞれ事業費確定による減額となる

ものでございます。さらに、ガバメントクラウドファンディング活用支援事業の募集寄附

額が目標額を下回ったことにより、１４３万４,０００円が減額となります。 

 ３項戸籍住民基本台帳費６万７,０００円を減額し、１,１１８万５,０００円。マイナ

ンバーカード交付事業補助金額が確定したことにより５２万７,０００円の追加と、戸籍

電算システムにおける北海道自治体情報システム協議会負担金の確定により５９万４,０

００円が減額となります。 

 ７項防災費３,０３５万９,０００円を減額し、３億２,６０３万９,０００円。防災行政

無線デジタル化整備工事２,９１２万９,０００円、この工事の管理委託料２７万７,００

０円、さらに防災備蓄品など９５万３,０００円が、それぞれ入札減による減額となりま

す。 

 ３款民生費６,３１８万８,０００円を減額し、６億１,４５３万５,０００円。 

 １項社会福祉費２,０７９万４,０００円を減額し、４億５,７８８万５,０００円。住民

税非課税世帯等臨時特別給付金９０１万円、介護福祉実務者研修支援事業５６万３,００

０円、障がい者自立支援事業扶助費５８４万円、重度心身障がい者医療扶助費９２万６,
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０００円、ひとり親家庭医療扶助費４１万９,０００円、介護保険事業特別会計繰出金４

０３万６,０００円が、それぞれ事業費確定による減額でございます。 

 ２項児童福祉費４,２３９万４,０００円を減額し、１億５,６５６万２,０００円。小規

模保育事業に要する経費２００万９,０００円、低所得者の子育て世帯に対する給付金１

３９万６,０００円の減額は、事業費の確定によるものでございます。また、子育て世帯

臨時特別給付金３,８９８万９,０００円の減額につきましては、先ほど歳入で御説明した

とおり、対象者数を多く見込んだことによる減額であります。今後、事務を進める中で、

事務的な確認事項を徹底するように努めてまいりたいと思っております。 

 ４款衛生費２,５６９万７,０００円を減額し、７億８,３２７万４,０００円。 

 １項保健衛生費１,３０５万４,０００円を減額し、３億１,５５３万６,０００円。生活

習慣病、がん検診に要する経費で２１０万円の減額、これは新型コロナなどの影響により

総合検診が中止となったところによるものでございます。各種予防接種に要する経費２７

１万８,０００円、高齢者インフルエンザ予防接種４９万４,０００円、新型コロナウイル

スワクチン接種２１１万６,０００円、さらに地球温暖化対策活動推進事業３９万９,００

０円、乳幼児等医療扶助費１７９万９,０００円、合併処理浄化槽普及事業３１９万５,０

００円、野生鳥獣保護に要する経費２３万３,０００円が、それぞれ事業費の確定による

減額となります。 

 ３項清掃費１,２６４万３,０００円を減額し、４億６,０７０万１,０００円。この内訳

つきましては、し尿処理負担金で４５万７,０００円、根室北部廃棄物処理広域連合負担

金１９８万７,０００円につきましては、負担金の確定による減額でございます。また、

空き缶プレス器５９万４,０００円の減額とじん芥収集車購入１６９万７,０００円の減額

につきましては、いずれも入札減によるものでございます。一般廃棄物処理に要する経費

７９０万８,０００円は、生ごみ処理委託料や新しくなったごみ袋作製など、事業費確定

による減額となります。 

 ５款農林水産業費９２２万４,０００円を減額し、１億３,４３５万円。 

 ３項水産業費９２２万４,０００円を減額し、１億９５７万５,０００円。羅臼地区地域

水産物供給基盤整備事業７１万１,０００円が、負担額の確定による減額。また、深層水

取水管増設工事の契約額の確定により７６４万円の減額、さらに漁港改修局改事業の事業

費確定により８７万３,０００円の減額となります。 

 ６款１項商工費１００万４,０００円を減額し、１億５,２１８万円。内容につきまして

は、世界自然遺産保護管理に要する経費３２万９,０００円が、新型コロナの影響による

旅費の減額でございます。また、ルサ地区シレココ・プロジェクト事業６７万５,０００

円が、事業費確定による減額となります。 

 ７款土木費１３２万２,０００円を減額し、２億７,６５３万４,０００円。 

 ２項道路橋りょう費１３２万２,０００円を減額し、２億７,５１３万７,０００円、町

道上別２号線道路改良舗装工事などに伴う入札減でございます。 
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 ８款教育費１,８０３万９,０００円を減額し、４億３,６９０万６,０００円。 

 １項教育総務費４２４万円を減額し、６,６７５万９,０００円。これにつきましては、

英語指導助手に要する経費２９４万１,０００円の減額でございますが、新型コロナの影

響により来日が遅れたことによるものでございます。また、教育コンピューターに要する

経費１２９万９,０００円の減額は、事業費確定によるものでございます。 

 ２項小学校費２８８万円を減額し、１億２００万４,０００円。小学校２校のＬＥＤ改

修工事に伴う入札減や学校特別支援員の事業費確定によるものでございます。 

 ３項中学校費１４７万２,０００円を減額し、２,４１５万６,０００円。就学援助費の

事業費確定によるものでございます。 

 ４項幼稚園費３０５万６,０００円を減額し、４,１２９万９,０００円。春松幼稚園Ｌ

ＥＤ改修工事に伴う入札減でございます。 

 ５項社会教育費１８１万２,０００円を減額し、２,８７９万５,０００円。社会教育活

動に要する経費で、社会教育団体派遣費や知床いぶき樽保存会助成金などの事業費確定に

よる減額となります。 

 ６項保健体育費４５７万９,０００円を減額し、１億７,３８９万３,０００円。体育館

の光熱水費の事業費確定で２００万円の減額、また、給食センターの食材購入や調理員報

酬の事業費確定により１９７万４,０００円の減額、さらに給食センター蒸気ボイラー更

新など、補修工事の入札減で６０万５,０００円の減額となります。 

 ９款１項公債費８４７万４,０００円を減額し、５億２２４万７,０００円。この内訳に

つきましては、元金が借入額の減額や借入利率の確定により７４７万５,０００円の減額

となります。利子は、一時借入金の利子額の確定により９９万９,０００円の減額となり

ます。 

 歳出合計１億８,３２２万１,０００円を減額し、５６億４,３３９万１,０００円となる

ものでございます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 第２表、地方債補正、７件の事業の変更がございます。いずれも事業費確定に伴う限度

額のみの変更となっております。 

 １件目は、防災行政無線デジタル化整備事業債は３億４,０３０万円から３億１,０９０

万円へ変更。２件目、じん芥収集車更新事業債１,９５０万円から１,７３０万円へ変更。

３件目、漁港改修局改事業債７３０万円から６８０万円へ変更。４件目、町道整備事業債

５,３００万円から５,１６０万円へ変更。５件目、小学校ＬＥＤ改修事業債３,３１０万

円から２,７５０万円へ変更。６件目、幼稚園ＬＥＤ改修事業債６２０万円から３７０万

円へ変更。７件目、給食センター備品更新事業債８６０万円から６７０万円に変更となり

ます。 

 起債の方法、利率、償還の方法につきましては変更はございません。 

 以上でございますが、事項別明細書を別添資料として配付させていただいておりますの
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で、後ほどお目通し願います。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 晶君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで、質疑を終わります。 

 これから、報告第２号を採決いたします。 

 この採決は起立によって行います。 

 報告第２号は、承認することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、日程第５ 報告第２号専決処分した事件の承認については、承認すること

に決定いたしました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第６ 報告第３号 専決処分した事件の承認について 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第６ 報告第３号専決処分した事件の承認について議題とい

たします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 保健・国保担当課長。 

○保健・国保担当課長（洲崎久代君） ９ページをお願いいたします。 

 報告第３号専決処分した事件の承認についてでございます。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので報告し、承認

を求める。 

 １０ページをお願いします。 

 専決処分書、令和３年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会計補正予算について、地

方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分する。なお、専決処分年

月日は令和４年３月３１日でございます。 

 １１ページをお願いします。 

 令和３年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会計補正予算。 

 令和３年度目梨郡羅臼町の国民健康保険事業特別会計補正予算は、次に定めるところに

よる。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ２,９２７万８,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億７,５

０７万５,０００円とする。 

 ２項は、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入
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歳出予算の金額は第１表歳入歳出予算補正による。 

 １２ページをお願いします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。 

 ３款道支出金２,７５５万円を減額し、５億９,８５２万８,０００円。 

 １項道補助金２,７５５万円を減額し、５億９,８５２万７,０００円。令和３年度の保

険給付費の確定による保険給付費等交付金の減額及び新型コロナウイルス感染症の影響に

より特定健診受診者数が減少したことによる特定健康診査等負担金の減額補正でございま

す。 

 続きまして、５款繰入金１７２万８,０００円を減額し、７,０９２万９,０００円。 

 ２項基金繰入金１７２万８,０００円を減額し、２,１１６万３,０００円。先ほど御説

明いたしました新型コロナウイルス感染症の影響により特定健診受診者数が減少したこと

による減額に伴う財源調整でございます。 

 歳入合計２,９２７万８,０００円を減額し、９億７,５０７万５,０００円とするもので

ございます。 

 １３ページをお願いします。 

 ２款保険給付費２,７３２万２,０００円を減額し、４億６,７３６万２,０００円。 

 １項療養諸費２,１６７万５,０００円を減額し、４億３２２万９,０００円。被保険者

の減少及び新型コロナウイルス感染症による受診控え等により、療養給付費の支出が当初

の見込みより減少したことによるものでございます。 

 ２項高額療養費３１２万７,０００円を減額し、６,１９７万５,０００円。当初の見込

みより高額療養費の支出が抑制されたことによるものでございます。 

 ４項出産育児諸費２５２万円を減額し、１６８万３,０００円。被保険者数の減少によ

り出産数についても減少し、出産育児一時金の支出が当初の見込みより減少したことによ

るものでございます。 

 ６款保健事業費１９５万６,０００円を減額し、１,３２０万円。 

 ２項特定健康診査等事業費１９５万６,０００円を減額し、２００万６,０００円。新型

コロナウイルス感染症による緊急事態宣言及び津波注意報発令に伴い総合健診を中止した

ことにより年間の受診者が減少したための減額でございます。 

 歳出合計２,９２７万８,０００円を減額し、９億７,５０７万５,０００円とするもので

ございます。 

 なお、本補正予算につきましては、去る５月１１日開催の令和４年第２回羅臼町の国民

健康保険事業の運営に関する協議会に諮問し、原案のとおり答申をいただいておりますこ

とを御報告させていただきます。 

 また、事項別明細書につきましては、別冊資料４３ページから５０ページに掲載してお

りますので、後ほどお目通し願います。 
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 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで、質疑を終わります。 

 これから、報告第３号を採決いたします。 

 この採決は起立によって行います。 

 報告第３号は、承認することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、日程第６ 報告第３号専決処分した事件の承認については、承認すること

に決定いたしました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第７ 報告第４号 専決処分した事件の承認について 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第７ 報告第４号専決処分した事件の承認について議題とい

たします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（福田一輝君） 議案の１４ページをお願いいたします。 

 報告第４号専決処分した事件の承認について。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので報告し、承

認を求める。 

 １５ページをお願いいたします。 

 専決処分書、令和３年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計補正予算について。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分する。専決処分年月

日につきましては、令和４年３月３１日でございます。 

 １６ページをお願いいたします。 

 令和３年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計補正予算。 

 令和３年度目梨郡羅臼町の介護保険事業特別会計補正予算は、次に定めるところによ

る。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３,３１１万４,０００円を減額し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ４億５,０７９万８,０００円とする。 

 ２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は第１表歳入歳出予算補正による。 
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 １７ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。 

 １款１項介護保険料７９４万２,０００円を減額し、８,０９３万４,０００円。 

 ３款国庫支出金８０４万円を減額し、１億７７１万８,０００円。 

 １項国庫負担金５９１万２,０００円を減額し、７,４２２万２,０００円。 

 ２項国庫補助金２１２万８,０００円を減額し、３,３４９万６,０００円。 

 ４款１項支払基金交付金８９３万５,０００円を減額し、１億７６３万８,０００円。 

 ５款道支出金４１６万１,０００円を減額し、５,９０７万５,０００円。 

 １項道負担金３８６万４,０００円を減額し、５,１９４万５,０００円。 

 ２項道補助金２９万７,０００円を減額し、７１３万円。 

 ７款繰入金４０３万６,０００円を減額し、９,３２０万５,０００円。 

 １項他会計繰入金４０３万６,０００円を減額し、７,７５２万２,０００円。内容とい

たしましては、令和３年度介護サービス給付費及び介護予防サービス給付費の額の確定に

伴う国及び道、町の繰入金のルール分の減額でございます。 

 歳入合計３,３１１万４,０００円を減額し、４億５,０７９万８,０００円とするもので

ございます。 

 １８ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 ２款保険給付費３,０７３万４,０００円を減額し、３億８,７５７万７,０００円。 

 １項介護サービス等諸費２,２８０万３,０００円を減額し、３億４,３４２万２,０００

円。 

 ２項介護予防サービス等諸費２９１万８,０００円を減額し、８９０万８,０００円。 

 ３項高額介護サービス等費１６４万７,０００円を減額し、１,１１９万３,０００円。 

 ５項特定入所者介護サービス等費３３６万６,０００円を減額し、２,２５５万４,００

０円。 

 ３款地域支援事業費２３８万円を減額し、３,４６２万１,０００円。 

 １項総合事業費２３８万円を減額し、１,０３３万５,０００円。内容といたしまして

は、いずれも令和３年度介護サービス給付費及び介護予防サービス給付費の額の確定に伴

う減額でございます。 

 歳出合計３,３１１万４,０００円を減額し、４億５,０７９万８,０００円とするもので

ございます。 

 また、事項別明細書につきましては、別冊資料５１ページから６０ページにかけまして

掲載しておりますので、後ほどお目通し願います。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 
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 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで、質疑を終わります。 

 これから、報告第４号を採決いたします。 

 この採決は起立によって行います。 

 報告第４号は、承認することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、日程第７ 報告第４号専決処分した事件の承認については、承認すること

に決定いたしました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第８ 報告第５号 専決処分した事件の承認について 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第８ 報告第５号専決処分した事件の承認について議題とい

たします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 保健・国保担当課長。 

○保健・国保担当課長（洲崎久代君） １９ページをお願いします。 

 報告第５号専決処分した事件の承認について。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので報告し、承

認を求める。 

 ２０ページをお願いします。 

 専決処分書、令和３年度目梨郡羅臼町後期高齢者医療事業特別会計補正予算について。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分する。なお、専決処

分年月日は、令和４年３月３１日でございます。 

 ２１ページをお願いします。 

 令和３年度目梨郡羅臼町後期高齢者医療事業特別会計補正予算。 

 令和３年度目梨郡羅臼町の後期高齢者医療事業特別会計補正予算は、次に定めるところ

による。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３３０万円を減額し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ７,２４５万１,０００円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は第１表歳入歳出予算補正による。 

 ２２ページをお願いします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 
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 歳入でございます。 

 １款１項後期高齢者医療保険料３３０万円を減額し、５,２６９万８,０００円。後期高

齢者医療保険料の決算を見込んだところ予算額を下回ったための減額でございます。 

 歳入合計３３０万円を減額し、７,２４５万１,０００円とするものでございます。 

 ２３ページをお願いします。 

 歳出です。 

 ２款１項後期高齢者医療広域連合納付金３３０万円を減額し、７,０３９万３,０００

円。歳入でも御説明いたしましたが、後期高齢者医療保険料の決算を見込んだところ予算

額を下回ったため、後期高齢者医療広域連合納付金を減額するものでございます。 

 歳出合計３３０万円を減額し、７,２４５万１,０００円とするものでございます。 

 また、事項別明細書につきましては、別冊資料６１ページから６６ページまでに掲載し

ておりますので、後ほどお目通し願います。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで、質疑を終わります。 

 これから、報告第５号を採決いたします。 

 この採決は起立によって行います。 

 報告第５号は、承認することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、日程第８ 報告第５号専決処分した事件の承認については、承認すること

に決定いたしました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第９ 報告第６号 専決処分した事件の承認について 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第９ 報告第６号専決処分した事件の承認について議題とい

たします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（佐野健二君） 議案の２４ページをお開き願います。 

 報告第６号専決処分した事件の承認について。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので報告し、承

認を求めるものでございます。 

 ２５ページをお開き願います。 
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 専決処分書、令和３年度目梨郡羅臼町水道事業会計補正予算について。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分する。専決処分年月

日につきましては、令和４年３月３１日でございます。 

 ２６ページをお願いいたします。 

 令和３年度目梨郡羅臼町水道事業会計補正予算。 

 補正の内容といたしましては、令和３年度支払予定消費税が確定し、翌年度への振り替

えを行うに当たり予算不足を生じたため、予算流用を行うものでございます。 

 第１条は総則でございます。 

 令和３年度目梨郡羅臼町の水道事業会計補正予算は、次に定めるところによる。 

 第２条は、収益的支出の補正でございます。 

 令和３年度水道事業会計予算第３条に定めた収益的支出の予定額を次のとおり補正す

る。 

 支出でございます。 

 第１款水道事業費用に増減はなく、１億９,２５１万円。 

 第１項営業費用から２８７万５,０００円減額し、１億６,６３６万９,０００円。流用

財源として、営業外費用へ充当するものでございます。 

 第２項営業外費用に２８７万５,０００円増額し、２,５６４万１,０００円。令和３年

度支払予定消費税が確定し、翌年度へ振り替えを行うに当たり予算不足を生じたため、営

業費用から充当するものでございます。 

 なお、別冊資料６７ページから６８ページに補正予算実施計画を掲載しておりますの

で、後ほどお目通し願います。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで、質疑を終わります。 

 これから、報告第６号を採決いたします。 

 この採決は起立によって行います。 

 報告第６号は、承認することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、日程第９ 報告第６号専決処分した事件の承認については、承認すること

に決定いたしました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１０ 議案第３４号 羅臼町固定資産評価審査委員会委員の選任 

                  につき同意を求めることについて 
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──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第１０ 議案第３４号羅臼町固定資産評価審査委員会委員の

選任につき同意を求めることについて議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（湊屋 稔君） 議案書の５２ページでございます。 

 議案第３４号羅臼町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについ

て。 

 羅臼町固定資産評価審査委員会委員に次の者を選任したいので、地方税法第４２３条第

３項の規定に基づき、議会の同意を求めるものであります。 

 このたび羅臼町固定資産評価審査委員会委員の任期を迎えることから、現在、委員を務

めていただいております横岩信子氏を引き続きお願いしたいと考えております。 

 横岩信子氏の住所につきましては、目梨郡羅臼町船見町１０５番地６。生年月日、昭和

２３年３月４日生まれの７４歳であります。任期につきましては、令和４年６月２２日か

ら令和７年６月２１日まででございます。 

 横岩氏におかれましては、羅臼町役場退職後、羅臼町商工会事務局長をされており、平

成２５年より羅臼町固定資産評価審査委員会委員を長きにわたり務めていただいておりま

す。横岩氏は人格、経験、識見ともに適任でありますので、議員の皆様の満堂の同意を賜

りたくお願いを申し上げます。 

○議長（佐藤 晶君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第３４号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件は、これに同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１０ 議案第３４号羅臼町固定資産評価審査委員会委員の選任につ

き同意を求めることについては、同意することに決定いたしました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１１ 議案第３５号 羅臼町固定資産評価審査委員会委員の選任 

                  につき同意を求めることについて 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第１１ 議案第３５号羅臼町固定資産評価審査委員会委員の

選任につき同意を求めることについて議題といたします。 
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 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（湊屋 稔君） 議案書の５３ページでございます。 

 議案第３５号羅臼町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについ

て。 

 羅臼町固定資産評価審査委員会委員に次の者を選任したいので、地方税法第４２３条第

３項の規定に基づき、議会の同意を求めるものでございます。 

 このたび羅臼町固定資産評価審査委員会委員の任期を迎えることから、現在、委員を務

めていただいております嶋勝彦氏を引き続き選任したいと考えております。 

 嶋勝彦氏の住所につきましては、目梨郡羅臼町本町３５番地。生年月日、昭和２６年１

０月２７日生まれの７０歳であります。任期につきましては、令和４年６月２２日から令

和７年６月２１日まででございます。 

 嶋氏におかれましては、羅臼町役場退職後、羅臼町社会福祉協議会事務局長をされてお

りました。平成２８年より現在まで、羅臼町固定資産評価審査委員会委員を務めていただ

いております。 

 嶋氏は人格、経験、識見ともに適任でありますので、議員皆様の満堂の同意を賜りたく

お願いを申し上げます。 

○議長（佐藤 晶君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第３５号を採決いたします。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件は、これに同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１１ 議案第３５号羅臼町固定資産評価審査委員会委員の選任につ

き同意を求めることについては、同意することに決定いたしました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１２ 議案第３６号 羅臼町固定資産評価審査委員会委員の選任 

                  につき同意を求めることについて 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第１２ 議案第３６号羅臼町固定資産評価審査委員会委員の

選任につき同意を求めることについて議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 
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○町長（湊屋 稔君） ５４ページをお開き願います。 

 議案第３６号羅臼町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについ

て。 

 羅臼町固定資産評価審査委員会委員に次の者を選任したいので、地方税法第４２３条第

３項の規定に基づき、議会の同意を求めるものでございます。 

 このたび羅臼町固定資産評価審査委員会委員の任期を迎えることから、現在、委員を務

めていただいております白濱修治氏を引き続き選任したいと考えております。 

 白濱修治氏の住所につきましては、目梨郡羅臼町麻布町３７番地１。生年月日、昭和２

８年１月１３日生まれの６９歳であります。任期につきましては、令和４年６月２２日か

ら令和７年６月２１日まででございます。 

 白濱氏におかれましては、羅臼漁業協同組合退職後、平成３１年まで羅臼町商工会事務

局長をされておりました。平成２８年より現在まで、羅臼町固定資産評価審査委員会委員

を務めていただいております。 

 白濱氏におかれましても人格、経験、識見ともに適任でありますので、議員皆様の満堂

の同意を賜りたくお願いを申し上げます。 

○議長（佐藤 晶君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第３６号を採決いたします。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件は、これに同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１２ 議案第３６号羅臼町固定資産評価審査委員会委員の選任につ

き同意を求めることについては、同意することに決定いたしました。 

 ここで、午前１１時２０分まで休憩いたします。 

 午前１１時２０分より再開いたします。 

午前１１時０５分 休憩 

────────────── 

午前１１時２０分 再開 

○議長（佐藤 晶君） 再開します。 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１３ 議案第２９号 羅臼町議会議員の議員報酬及び費用弁償 

条例の一部を改正する条例制定について 
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──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第１３ 議案第２９号羅臼町議会議員の議員報酬及び費用弁

償条例の一部を改正する条例制定について議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（本見泰敬君） 議案の３７ページをお願いいたします。 

 議案第２９号羅臼町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例制定に

ついて。 

 羅臼町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定

する。 

 ３８ページをお願いいたします。 

 羅臼町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例。 

 改正理由でございますが、令和３年の人事院勧告において、国家公務員の期末手当支給

月数が引き下げられたことにより、この後上程いたします議案第３０号職員の給与条例の

改正と同様に、期末手当支給率の引き下げを行うものであります。 

 初めに、令和３年人事院勧告の概要について御説明をさせていただきたいと思います

が、人事院勧告につきましては、職員給与に係るものであり、本来であれば議案第３０号

の職員給与条例の改正において御説明を申し上げるところでございますが、議員報酬条例

も同様の改正を行うものであることから、説明の都合上、本条例改正の中で御説明をさせ

ていただきますので、特段の御配慮をお願いいたします。 

 それでは、お手元に配付の参考資料１ページ、資料１、令和３年人事院勧告による給与

条例改正の概要をお開き願います。 

 令和３年の人事院勧告につきましては、給与条例関係といたしまして、民間給与との比

較、給与の改定内容と考え方の２点につきまして、令和３年８月１０日に勧告がございま

した。 

 この人事院勧告による給与条例改正の概要につきましては、給与条例に係る改正関係分

のみを抜粋した資料となります。 

 まず、１点目の民間給与との比較であります。人事院では、月例給として、国家公務員

と民間の４月分の給与額とを比較、ボーナスでは、直近１年間に支払われた民間の支給実

績と公務の年間支給月数とを比較し、勧告が行われており、令和３年におきましては、記

載のとおり、月例給では、民間給与との格差がマイナス１９円、ボーナスでは、民間の支

給割合が４.３２月に対し公務員４.４５月となっております。 

 ２点目は、給与改定の内容と考え方についてであります。 

 まず、（１）の月例給につきましては、民間給与との格差がマイナス１９円、０.００

％と極めて小さく、俸給表及び諸手当の適切な改定が困難であることから、月例給の改定

は行わないものであります。 
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 次に、（２）のボーナスにつきましては、民間支給割合との比較により、０.１３月分

上回っていたことから、民間との支給割合と均衡を図るため、公務員のボーナスを０.１

５月分引下げ、現行の４.４５月分から４.３０月分とし、民間の支給状況等を踏まえ、こ

の引下げ分は期末手当の支給月数に反映するものであります。 

 ただし、次の表のとおり、昨年の１２月の期末手当支給時までに、人事院勧告に基づく

国家公務員の給与法改定が行われず、本年４月６日に当該給与法の改定が可決、成立した

ことにより、令和４年度以降の期末手当は、まず、本則の改正により、６月期及び１２月

期の率が均等に配分されるよう、それぞれ０.０７５月分を引下げ、１.２０月として、表

の下に※がありますが、そちらの二つ目に記載しておりますとおり、附則の特例措置とし

て、昨年引下げを行わなかった０.１５月分を本年６月期分の期末手当支給額から調整額

として減じることとしております。 

 参考までに、昨年１２月に引下げを実施していた場合の表も記載させていただきました

ので、後ほど御確認をお願いいたします。 

 実施時期につきましては、条例公布の日とされております。 

 令和３年の人事院勧告に伴う給与関係分に係る説明は、以上でございます。 

 続いて、改正の内容について御説明をさせていただきますので、議案の３８ページにお

戻りください。 

 今回の条例改正については、この人事院勧告に伴い、議会議員の期末手当年間支給率を

１００分の１５引下げするため、６月期分、１２月期分をそれぞれ１００分の７.５引下

げ、それぞれの支給率を１００分の１４０とするものであります。 

 なお、既に昨年度の６月分及び１２月分が改定前の率により支給済みであることから、

附則で、令和４年６月に支給する期末手当に限り、支給率を改正後の「１００分の１４

０」とあるものを「１００分の１２５」とする特例を定めるものであります。 

 改正条文であります。 

 羅臼町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例の一部を次のように改正する。 

 第５条第２項中「１００分の１４７.５」を「１００分１４０」に改める。 

 附則として、第１項は施行期日です。この条例は、公布の日から施行する。 

 第２項は、令和４年６月に支給する期末手当に関する特例です。改正後の羅臼町議会議

員の議員報酬及び費用弁償条例第５条第２項の規定の適用については、令和４年６月に支

給する期末手当に限り、同条同項中「１００分の１４０」とあるのは「１００分の１２

５」とするものであります。 

 なお、参考資料の２ページ、資料２に改正条例の新旧対照表を添付しておりますので、

後ほどお目通し願います。 

 また、今回の改正による影響額につきましては４４万１,０００円となっております。 

 以上であります。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 
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 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第２９号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 議案第２９号羅臼町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例制定に

ついて、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１３ 議案第２９号羅臼町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例の

一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１４ 議案第３０号 職員の給与に関する条例の一部を改正する 

条例制定について 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第１４ 議案第３０号職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例制定について議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（本見泰敬君） 議案の３９ページをお願いいたします。 

 議案第３０号職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について。 

 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 ４０ページをお願いいたします。 

 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例。 

 改正理由でございますが、議案第２９号議員報酬条例で御説明申し上げましたとおり、

令和３年の人事院勧告において、国家公務員の期末手当支給月数が引き下げられたことに

より改正するものでありますが、今回の改正は、本来であれば昨年１２月の期末手当支給

前に改正するものでありましたが、国家公務員の給与法改正が見送られたため、本年６月

の期末手当支給前である本臨時会において改正をするものでございます。 

 改正の内容については、期末手当の年間支給率を１００分の１５引き下げするため、６

月期分、１２月期分をそれぞれ１００分の７.５引下げ、それぞれの支給率を１００分の

１２０とし、併せた再任用職員においても同様の改正をするものでございます。 

 なお、既に昨年度６月分及び１２月分が改正前の率により支給済みのことから、附則に

おいて、昨年度引下げを行わなかった０.１５月分を本年６月期分の期末手当支給額から

調整額として減じる特例措置を定めるものであります。 

 改正条文であります。 
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 職員の給与に関する条例の一部を次のように改正する。 

 第２０条第２項中「１００分の１２７.５」を「１００分１２０」に改める。 

 第２０条第３項中「１００分の１３０」を「１００分の１２０」に、「１００分の７

２.５」を「１００分の６７.５」に改める。 

 附則として、第１項は施行期日です。この条例は、公布の日から施行する。 

 第２項は、令和４年６月に支給する期末手当に関する特例措置です。令和４年６月に支

給する期末手当の額は、改正後の職員の給与に関する条例第２０条第２項、同条第３項の

規定により読み替えて適用する場合を含む。職員の給与に関する条例（以下、この項にお

いては「給与条例」という。）第２０条第４項から第６項まで（職員の育児休業等に関す

る条例）第１６条の規定により読み替えて適用する場合を含む。もしくは、第２４条第１

項から第３項まで、第５項もしくは第７項の規定にかかわらず、これらの規定により算出

される期末手当の額（以下、この項において「基準額」という。）から令和３年１２月に

支給された期末手当の額に同月１日（同日前１か月以内に退職した者にあっては、当該退

職をした日）における次の各号に掲げる職員（給与条例の適用を受ける者をいう。以下、

この項において同じ。）の区分ごとに、それぞれ当該各号に定める割合を乗じて得た額

（以下、この項において「調整額」という。）を減じた額とする。この場合において、調

整額が基準額以上となるときは期末手当は支給しない。 

 第１号、再任用以外の職員、１２７.５分の１５。 

 第２号、再任用職員、７２.５分の１０。 

 第３項は委任規定です。前項に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は

規則で定めるものであります。 

 なお、参考資料の３ページ、資料３に改正条例の新旧対照表を添付しておりますので、

後ほどお目通しをお願いいたします。 

 また、今回の改正による影響額につきましては、全会計分を合わせまして、期末手当は

１,０５９万２,０００円、共済費は１８６万４,０００円、合計で１,２４５万６,０００

円となっております。 

 また、今回の引下げにつきましては、職員組合にも御理解をいただいていることを御報

告させていただきます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第３０号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 議案第３０号職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について、原案のとお
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り決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１４ 議案第３０号職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

制定については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１５ 議案第２５号 令和４年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第１５ 議案第２５号令和４年度目梨郡羅臼町一般会計補正

予算を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

○副町長（川端達也君） 議案の２７ページをお願いいたします。 

 議案第２５号令和４年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算。 

 令和４年度目梨郡羅臼町の一般会計補正予算は次に定めるところによる。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３８万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ５２億７,０４８万４,０００円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は第１表歳入歳出予算補正による。 

 ２８ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。 

 １０款１項地方交付税１,２６１万２,０００円を減額し、２１億２,７３８万８,０００

円につきましては、歳出の財源調整として地方交付税に求めるものでございます。 

 １８款繰入金１項基金繰入金１,３００万円を追加し、５億４,６２３万１,０００円。

町営住宅等長寿命化事業の緑町団地建設工事の入札におきまして、不落となったことで再

積算したところ、予算額不足となることから、その財源として公共施設整備基金繰入金に

求めるものでございます。 

 歳入合計３８万８,０００円を追加し、５２億７,０４８万４,０００円となるものでご

ざいます。 

 ２９ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 １款１項議会費４４万１,０００円を減額し、３,５２７万５,０００円。先ほどの日程

第１３ 議案第２９号羅臼町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例

制定に伴いまして、職員手当を減額するものでございます。 
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 ２款総務費１,３００万円を追加し、１７億５５９万４,０００円。 

 １項総務管理費１,３００万円を追加し、１４億５,６７３万６,０００円。先ほどの歳

入で御説明したとおり、本年２月２８日に実施しました緑町団地建設工事の入札におきま

して、不落となったことで再積算したところ予算額が不足となることから追加をお願いす

るものでございます。 

 ３款民生費２４万円を減額し、５億３０９万１,０００円。 

 １項社会福祉費２４万円を減額し、４億１,２２１万２,０００円。国民健康保険事業特

別会計繰出金及び介護保険特別会計繰出金の減額でございます。 

 ４款衛生費２１万４,０００円を減額し、７億８,８０３万１,０００円。 

 １項保健衛生費２１万４,０００円を減額し、３億１,９４５万８,０００円。水道事業

会計繰出金の減額でございます。 

 １０款１項職員費１,１７１万７,０００円を減額し、８億３,３６０万１,０００円。 

 ３款民生費から１０款職員費につきましては、先ほどの日程第１４ 議案第３０号職員

の給与に関する条例の一部を改正する条例制定に伴う減額でございます。 

 歳出合計３８万８,０００円を追加し、５２億７,０４８万４,０００円となるものでご

ざいます。 

 なお、この後、補正予算の詳細につきましては、担当課長から事項別明細書により御説

明させていただきます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 総務課長。 

○総務課長（本見泰敬君） 説明の都合上、歳出から申し上げますので、お手元に配付の

別冊資料７３ページをお開き願います。 

 １款１項１目議会費から４４万１,０００円の減額であります。議会議員に要する経費

で、令和３年の人事院勧告に伴い、先ほど可決いただきました議会議員報酬条例の一部改

正により、議会議員の期末手当引下げをするものでございます。６月期の支給率を１００

分の７.５及び特例による１００分の１５の合計１００分の２２.５引下げとなることか

ら、３節職員手当等の議員期末手当から４４万１,０００円を減額するものでございま

す。 

 以上です。 

○議長（佐藤 晶君） 建設水道課長。 

○建設水道課長（佐野健二君） 続きまして、２款総務費１項総務管理費１０目財産管理

費に１,３００万円の増額補正であります。 

 内容につきましては、町営住宅に要する経費におきまして、町営住宅緑町団地Ｂの１号

棟建設工事の一般競争入札が不落に終わり、木材や木材資材関連資材などが大きく変動し

ていることから、市場を踏まえた最新の単価とするため、見積りにより積算単価を策定す

ることとし、入札執行日も年度が変わることから、最新単価に入れ替え、再積算を行った
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ところ、予算額に不足が生じることとなったため、１４節工事請負費、町営住宅長寿命化

工事に１,３００万円の増額をお願いするものでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 晶君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（福田一輝君） 同じく７３ページをお願いいたします。 

 ３款民生費１項社会福祉費７目特別会計繰出金、特別会計繰出金に要する経費、２７節

繰出金で２４万円の減額でございます。 

 内容につきましては、２件ございまして、１件目は、国民健康保険事業特別会計繰出金

で１４万１,０００円の減額。２件目は、介護保険事業特別会計繰出金で９万９,０００円

の減額でございます。いずれも令和３年度人事院勧告に伴う給与法改定による期末手当引

下げの減額分でございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 晶君） 環境生活課長。 

○環境生活課長（長岡紀文君） 同じく７３ページから７６ページにかけて、４款衛生費

１項保健衛生費４目特別会計繰出金、２７節繰出金、水道事業会計繰出金から２１万４,

０００円の減額です。 

 内容は、令和３年人事院勧告に伴う期末手当の減額でございます。 

 なお、詳細については、水道事業会計補正予算説明時に行いますので、御了承願いま

す。 

 以上です。 

○議長（佐藤 晶君） 総務課長。 

○総務課長（本見泰敬君） ７５ページをお願いいたします。 

 １０款１項職員費１目職員給与費から１,１７１万７,０００円の減額でございます。給

与費で、令和３年の人事院勧告に伴い、先ほど可決いただきました職員給与条例の一部改

正により、職員の期末手当の率が、本則で０.０７５、特例で０.１５月分引き下げするこ

とにより、３節職員手当等の特別職各種手当から４７万１,０００円、一般職各種手当か

ら９４９万３,０００円、４節共済費から１７５万３,０００円の合計１,１７１万７,００

０円を減額するものでございます。 

 なお、７７ページから８１ページに給与費明細を掲載しておりますので、後ほどお目通

しをお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 晶君） 税務財政課長。 

○税務財政課長（対馬憲仁君） 引き続き歳入を御説明いたしますので、７１ページにお

戻り願います。 

 １０款１項地方交付税から１,２６１万２,０００円の減額で、歳出の財源調整として地

方交付税に求めるものであります。 
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 １８款繰入金１項１目基金繰入金に１,３００万円の追加で、町営住宅等長寿命化事業

の緑町団地Ｂの１号棟建設工事の入札不落に伴い、再入札を実施するため、再積算により

工事費に追加が生じたことから、その財源として、公共施設整備基金繰入金を追加するも

のであります。 

 以上、歳入歳出それぞれ３８万８,０００円の追加補正をお願いするものであります。

よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第２５号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 議案第２５号令和４年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算は、原案のとおり決定すること

に賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１５ 議案第２５号令和４年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算は、

原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１６ 議案第２６号 令和４年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業 

                  特別会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第１６ 議案第２６号令和４年度目梨郡羅臼町国民健康保険

事業特別会計補正予算を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 保健・国保担当課長。 

○保健・国保担当課長（洲崎久代君） 議案の３０ページをお願いします。 

 議案第２６号令和４年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会計補正予算。 

 令和４年度目梨郡羅臼町の国民健康保険事業特別会計補正予算は、次に定めるところに

よる。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１６万８,０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ９億８,６００万６,０００円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は第１表歳入歳出予算補正による。 

 ３１ページをお願いします。 
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 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。 

 ３款道支出金２万７,０００円を減額し、６億７８３万９,０００円。 

 １項道補助金２万７,０００円を減額し、６億７８３万８,０００円。令和３年人事院勧

告に伴う給与費、職員給与費の改定により、令和３年度期末手当引下げ分の保険給付費等

交付金の減額補正を行うものでございます。 

 続きまして、５款繰入金から１４万１,０００円を減額し、６,４４１万８,０００円。 

 １項他会計繰入金１４万１,０００円を減額し、５,０４４万７,０００円。 

 内容としましては、先ほど御説明いたしました職員給与費改定の調整として、一般会計

からの繰入金の減額分でございます。 

 歳入合計１６万８,０００円を減額し、９億８,６００万６,０００円とするものでござ

います。 

 ３２ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 ５款保健事業費３万５,０００円を減額し、１,６１１万２,０００円。 

 １項保健事業費３万５,０００円を減額し、１,２１６万７,０００円。 

 内容としましては、歳入でも御説明いたしましたが、令和３年人事院勧告に伴う職員給

与費改定のため、令和３年度期末手当引下げ分の減額補正を行うものでございます。 

 続きまして、８款１項職員費１３万３,０００円を減額し、１,７８３万８,０００円。

先ほどと同様に、人事院勧告による期末手当調整分の減額補正でございます。 

 以上、歳出合計１６万８,０００円を減額し、９億８,６００万６,０００円とするもの

でございます。 

 なお、この補正予算につきましては、去る５月１１日開催の令和４年第２回羅臼町の国

民健康保険事業の運営に関する協議会に諮問し、原案のとおり答申をいただいております

ことを御報告させていただきます。 

 また、事項別明細書につきましては、別冊資料８２ページから９１ページに掲載してお

りますので、後ほどお目通し願います。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第２６号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 議案第２６号令和４年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会計補正予算は、原案のと

おり決定することに賛成の方は起立願います。 
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（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１６ 議案第２６号令和４年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別

会計補正予算は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１７ 議案第２７号 令和４年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別 

                  会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第１７ 議案第２７号令和４年度目梨郡羅臼町介護保険事業

特別会計補正予算を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（福田一輝君） 議案の３３ページをお願いいたします。 

 議案第２７号令和４年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計補正予算。 

 令和４年度目梨郡羅臼町の介護保険事業特別会計補正予算は、次に定めるところによ

る。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ９万９,０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ４億７,１６９万６,０００円とする。 

 ２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は第１表歳入歳出予算補正による。 

 ３４ページをお願いします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。 

 ７款繰入金９万９,０００円を減額し、９,３８７万５,０００円。 

 １項他会計繰入金９万９,０００円を減額し、８,２７０万７,０００円。 

 内容といたしましては、令和３年度人事院勧告に伴う給与法改定により期末手当引下げ

分の歳入の減額でございます。 

 歳入合計９万９,０００円を減額し、４億７,１６９万６,０００円となるものでござい

ます。 

 ３５ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 ６款１項職員費に９万９,０００円を減額し、１,４１０万２,０００円。 

 内容といたしましては、先ほどと同様に、給与法改定による期末手当引下げに伴う歳出

の減額でございます。 

 歳出合計９万９,０００円を減額し、４億７,１６９万６,０００円となるものでござい
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ます。 

 なお、事項別明細書につきましては、別冊資料の９２ページから９９ページに掲載して

おりますので、後ほどお目通し願います。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 晶君） 提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第２７号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 議案第２７号令和４年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計補正予算は、原案のとおり

決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１７ 議案第２７号令和４年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計

補正予算は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１８ 議案第２８号 令和４年度目梨郡羅臼町水道事業会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第１８ 議案第２８号令和４年度目梨郡羅臼町水道事業会計

補正予算を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（佐野健二君） 議案の３６ページをお開き願います。 

 議案第２８号令和４年度目梨郡羅臼町水道事業会計補正予算でございます。 

 補正内容につきましては、職員給与に関する条例の一部改正に伴う期末手当率の引下げ

改定による減額補正でございます。 

 第１条は総則でございます。 

 令和４年度目梨郡羅臼町の水道事業会計補正予算は、次に定めるところによる。 

 第２条は、収益的収入及び支出の補正でございます。 

 令和４年度水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり

補正する。 

 収入でございます。 

 第１款水道事業収益から２１万４,０００円減額し、２億３０４万１,０００円。 

 第２項営業外収益から２１万４,０００円減額し、５,８９２万円。期末手当率の引下げ

に伴い歳入を減額するものであります。 
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 支出でございます。 

 第１款水道事業費用から２１万４,０００円減額し、２億３０４万１,０００円。 

 第１項営業費用から２１万４,０００円減額し、１億７,３８８万５,０００円。期末手

当率引下げに伴い、職員手当及び法定福利費を減額するものであります。 

 第３条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費の補正でございます。

令和４年度水道事業会計予算第６条に定めた経費の金額を次のように定める。職員給与費

から２１万４,０００円減額し、１,５６２万７,０００円。 

 なお、別冊資料１００ページから１０１ページに、補正予算実施計画を掲載しておりま

すので、後ほどお目通しお願いいたします。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第２８号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 議案第２８号令和４年度目梨郡羅臼町水道事業会計補正予算は、原案のとおり決定する

ことに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１８ 議案第２８号令和４年度目梨郡羅臼町水道事業会計補正予算

は、原案のとおり可決されました。 

 ここで、昼食のため午後１時まで休憩いたします。 

 午後１時から再開いたします。 

午後 ０時０１分 休憩 

────────────── 

午後 １時００分 再開 

○議長（佐藤 晶君） 再開します。 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１９ 議案第３１号 羅臼町町税条例等の一部を改正する条例制定 

                  について 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第１９ 議案第３１号羅臼町町税条例等の一部を改正する条

例制定について議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 
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 税務担当課長。 

○税務担当課長（飯島 東君） 議案の４１ページをお願いします。 

 議案第３１号羅臼町町税条例等の一部を改正する条例制定について。 

 羅臼町町税条例等の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 ４２ページをお願いします。 

 羅臼町町税条例等の一部を改正する条例。 

 この改正につきましては、本年３月３１日に公布されました地方税法等の一部を改正す

る法律に伴う改正となります。 

 令和４年度、地方税制改正におきましては、商業地等に係る令和４年度分の固定資産税

の税負担の調整、個人住民税における住宅借入金等特別税額控除の延長等の税制上の措置

を講ずることとしており、羅臼町町税条例につきましても次のとおり所要の改正を行うも

のでございます。 

 なお、本改正条例におきましては、２条立てとして、第１条において、改正の基本とな

ります条項等の改正を規定し、第２条においては、令和３年条例第９号の改正条例に規定

した個人の町民税に係る公的年金等受給者の扶養親族申告書に関する適用条文の改正を反

映するものでございます。 

 改正条例につきましては、議案の４２ページから４７ページに掲載しておりますが、改

定の内容につきまして、お手元に別冊として配付しております参考資料の羅臼町町税条例

等の一部改正する条例制定説明資料により、主な改正内容と適用関係について御説明させ

ていただきますので、特段の御理解を賜りたいと存じます。 

 参考資料５ページの資料４をお開き願います。 

 １の第１条関係の改正内容でございますが、１番は、納税証明書の交付手数料について

規定する条例第１８条の４第１項の改正でございまして、証明書交付の際に、ＤＶ被害者

等の住所が含まれている場合は、当該住所に代わる事項を記載しなければならないと規定

されており、令和６年４月１日から施行するものでございます。 

 次に、２番は、所得割の課税標準について規定する条例第３３条第４項及び第６項の改

正でございまして、総合課税または分離課税を確定申告書の記載によってのみ適用するこ

とにより、特定配当等及び特定株式等譲渡所得金額に係る所得の課税方式を所得税と一致

させるための措置であり、令和６年１月１日から施行されるものでございます。 

 次に、３番は、寄附金税額控除について規定する条例第３４条の７第１項第１号ホの改

正でございまして、期間を定めて該当となっておりました特定の民法法人に対する寄附金

を、経過措置終了のため、令和４年４月１日より制度から除外するものでございます。 

 次に、４番は、配当割額または株式等譲渡所得割の控除について規定する条例第３４条

の９第１項及び第２項の改正でございまして、さきに説明いたしました２番と同様、特定

配当等及び特定株式等譲渡所得金額に係る所得の課税方式を所得税と一致させるために講

じる措置であり、令和６年１月１日から施行されるものでございます。 
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 ６ページに参りまして、５番は、町民税の申告について規定する条例３６条の２第１項

及び第２項の改正でございまして、公的年金等受給者の住民税申告義務に係る規定の整備

のための改正で、令和６年１月１日から施行するものでございます。 

 次に、６番は、個人の町民税に係る給与所得者の扶養親族申告書について規定する条例

第３６条の３の２第１項の改正でございまして、申告書の記載事項に退職手当等を有する

一定の配偶者の氏名を追加する改正で、令和５年１月１日から施行するものでございま

す。 

 次に、７番は、個人の町民税に係る公的年金等受給者の扶養親族申告書について規定す

る条例第３６条の３の３第１項の改正でございまして、申告書に一定の配偶者及び年齢が

１６歳を超える扶養親族を有する者についての提出義務を追加するとともに、記載事項に

配偶者の氏名を追加することによる項ずれの修正を行うもので、令和５年１月１日から施

行するものでございます。 

 次に、８番は、法人の町民税の申告納付について規定する条例第４８条第９項及び第１

５項の改正でございまして、法律の改正に伴う項ずれの修正であり、令和４年４月１日か

ら施行するものでございます。 

 次に、９番は、固定資産課税台帳の閲覧の手数料について規定する条例第７３条の２第

１項に係る改正でございまして、台帳に記載されている事項を閲覧することにより、人命

や身体に危害を及ぼすおそれがあると認められる場合は、一定の措置を講じた上で閲覧に

供することを明確化させる改正で、令和４年４月１日から施行するものでございます。 

 また、台帳の閲覧の際に、ＤＶ被害者等の登記簿上の住所が含まれている場合は、当該

住所に代わる事項を記載しなければならないと規定されることとしており、この規定は令

和６年４月１日から施行するものでございます。 

 ７ページに参りまして、１０番は、固定資産課税台帳に記載されている事項の証明書の

交付手数料について規定する条例第７３条の３第１項に係る改正でございまして、さきに

説明いたしました９番の固定資産課税台帳の閲覧の手数料と同じ内容の改正でございま

す。 

 次に、１１番は、個人の町民税の住宅借入金等特別税額控除について規定する条例附則

第７条の３の２第１項の改正でございまして、所得税において住宅ローン控除の特例の延

長等の措置が講じられることに伴い、当該措置の対象者について、所得税から控除し切れ

なかった額を控除限度額の範囲内において、個人住民税額から控除する措置を講じるもの

で、令和５年１月１日から施行するものでございます。 

 次に、１２番は、法附則第１５条第２項第１号等の条例で定める割合、いわゆるわがま

ち特例について規定する条例附則第１０条の２の改正でございまして、法律改正に伴う項

ずれの反映及び特定都市河川浸水被害対策法に規定する貯留機能保全区域の指定を受けた

土地に係る課税標準の特例措置の割合を定める規定の新設で、令和４年１月１日から施行

するものでございます。 
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 ８ページに参りまして、１３番は、新築住宅等に対する固定資産税の減額の規定の適用

を受けようとする者がすべき申告について規定する条例附則第１０条の３第８項及び第１

０項の改正でございまして、省エネ改修工事を行った住宅に係る特例の拡充等で対象とな

る住宅を、平成２０年１月１日以前から所在する住宅から平成２６年４月１日以前から所

在する住宅に拡充するとともに、工事費要件を５０万円超から６０万円超に引き上げる改

正で、令和４年４月１日から施行するものでございます。 

 次に、１４番は、宅地等に対して課する令和３年度から令和５年度までの各年度分の固

定資産税の特例について規定する条例附則第１２条第１項の改正でございまして、固定資

産税の負担調整措置について、商業地等において税額が増加する土地について、本来評価

額の５％分の増額となるところを、激変緩和の観点から、令和４年度に限り、評価額の

２.５％分の増額とする特別な措置を講じる改正で、令和４年４月１日から施行するもの

でございます。 

 次に、１５番は、上場株式等に係る配当所得等に係る町民税の課税の特例について規定

する条例附則第１６条の３第２項の改正でございまして、さきに説明いたしました２番、

４番と同様、特定配当等及び特定株式等譲渡所得金額に係る所得の課税方式を所得税と一

致させるために講じる措置であり、また、それに伴い、上場株式等に係る譲渡損失の損益

通算及び繰越控除の適用要件を所得税と一致させる整備で、令和６年１月１日から施行さ

れるものでございます。 

 次に、１６番は、優良住宅地の造成等のために土地等を譲渡した場合の長期譲渡所得に

係る町民税の課税の特例について規定する条例附則第１７条の２第３項の改正でございま

して、改正地方税法の引用条項削除に伴う規定の整備で、令和５年１月１日から施行する

ものでございます。 

 ９ページに参りまして、１７番は、特例適用利子等及び特例適用配当等に係る個人の町

民税の課税の特例について規定する条例附則第２０条の２第４項の改正でございまして、

申告方式の選択に係る規定の整備で、特例適用利子等及び特例適用配当等に係る所得の課

税方式を所得税と一致させる措置で、令和６年１月１日から施行するものでございます。 

 次に、１８番の条約適用利子等及び条約適用配当等に係る個人の町民税の課税の特例に

ついて規定する条例附則第２０条の３第４項及び第６項の改正でございまして、申告方式

の選択に係る規定の整備で、条約適用利子等及び条約適用配当等に係る所得の課税方式を

所得税と一致させるために講じる措置で、令和６年１月１日から施行するものでございま

す。 

 次に、１９番は、新型コロナウイルス感染症等に係る寄附金税額控除の特例について規

定する条例附則第２４条第１項の改正でございまして、次に説明いたします条例附則第２

５条を削除することに伴う文言の修正で、令和５年１月１日から施行するものでございま

す。 

 次に、２０番は、新型コロナウイルス感染症等に係る住宅借入金等特別税額控除の特例
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について規定する条例附則第２５条第１項及び第２項の改正でございまして、住宅借入金

等特別税額控除の控除期間を延長する規定が整備されたため削除されるもので、令和５年

１月１日から施行するものでございます。 

 １０ページに参りまして、２の第２条関係でございます。 

 １番、２番共に、令和３年条例第９号の改正でございます。本改正規定は、法律改正に

伴う文言の整備で、１番については令和５年１月１日から、２番については令和６年１月

１日から施行するものでございます。 

 附則として、第１条は、施行期日でございまして、この条例は、公布の日から施行し、

令和４年４月１日から適用するのでございます。 

 なお、ただし書規定として、前段の説明において各条項の改正ごとに施行年月日を申し

上げましたが、その内容につきまして、１号から３号までに規定するものでございます。 

 １０ページから１１ページにかけまして、附則第２条は、納税証明書に関する経過措置

でございまして、改正後の羅臼町町税条例第１８条の４第１項の規定は、前条第３号に掲

げる令和６年４月１日から適用することと定めたものでございます。 

 次に、附則第３条は、町民税に関する経過措置でございまして、第１項は、給与所得者

の扶養親族等申告書について、改正後の羅臼町町税条例第３６条の３の２第１項の規定

は、前条１号に掲げる令和５年１月１日から適用することとし、施行日前に行われる申告

書の提出については、なお、従前の例によると定めたものでございます。 

 第２項は、公的年金等受給者の扶養親族等申告書について、改正後の羅臼町町税条例第

３６条の３の３第１項の規定は、前条第１号に掲げる令和５年１月１日から適用すること

とし、施行日前に行われる申告書の提出については、なお、従前の例によると定めたもの

でございます。 

 第３項は、附則第１条第２号に掲げる規定による、改正後の羅臼町町税条例の規定中、

個人の町民税に関する部分は、令和６年度以後の年度分の個人の町民税について適用し、

令和５年度分までの個人の町民税については、なお、従前によると定めものでございま

す。 

 次に、附則第４条は、固定資産税に関する経過措置でございまして、別段の定めがある

ものを除き、新条例の規定中、固定資産税に関する部分は、令和４年度以後の年度分の固

定資産税について適用し、令和３年度分までの固定資産税につきましては、なお、従前の

例によると定めたものでございます。 

 第２項は、新条例の固定資産税に関する部分の規定中、改正前の地方税法附則第１５条

第２項に規定する施設または設備については、なお、従前の例によると定めたものでござ

います。 

 第３項は、固定資産課税台帳の閲覧の手数料について、改正後の羅臼町町税条例第７３

条の２第１項の適用時期について規定するものでございます。 

 第４項は、固定資産課税台帳に記載されている事項の証明書の手数料について、改正後
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の羅臼町町税条例第７３条の３第１項の適用時期について規定するものでございます。 

 なお、１２ページ以降に、資料５で新旧対照表を添付いたしましたので、後ほどお目通

しを願います。 

 以上であります。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第３１号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 議案第３１号羅臼町町税条例等の一部を改正する条例制定について、原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１９ 議案第３１号羅臼町町税条例等の一部を改正する条例制定に

ついては、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２０ 議案第３２号 羅臼町国民健康保険税条例の一部を改正する 

条例制定について 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第２０ 議案第３２号羅臼町国民健康保険税条例の一部を改

正する条例制定について議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 保健・国保担当課長。 

○保健・国保担当課長（洲崎久代君） 議案の４８ページをお願いします。 

 議案第３２号羅臼町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について。 

 羅臼町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 ４９ページをお願いいたします。 

 羅臼町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。 

 羅臼町国民健康保険税条例の一部を次のように改正する。 

 改正の内容でございますが、説明の都合上、別冊参考資料３０ページ、資料６にて御説

明いたしますので、特段の御理解を賜りたいと存じます。 

 改正理由でございますが、２点ございます。１点目は、令和４年度税制改正の大綱にお

いて、国民健康保険税の基礎課税額及び後期高齢者支援金等分の賦課限度額が引き上げら

れることになったため、２点目は、令和３年度の国保運営方針の見直しに伴い、加入者負

担の公平化を目的とした保険料水準の統一を目指すことが明記され、当町における保険税
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率を北海道が示す標準保険料率を基に算定を行うため、保険税率の改正を行うものでござ

います。 

 ２、保険税率改正案を御覧ください。 

 保険税は、その使用目的により、加入者の医療費を賄う医療費分、後期高齢者医療を支

援するための後期高齢者医療支援金等分、４０歳以上６４歳未満の加入者が介護保険サー

ビスの一部を負担するための介護納付金分に分かれており、それぞれの必要総額に応じて

所得割、均等割、平等割で算出された合計が、その世帯の国民健康保険税として課税され

ます。 

 改正案ですが、表の下段、網かけ部分、合計では、所得割率で０.６２％、均等割で１,

８００円、平等割で６００円の増額となっております。 

 表右側、賦課限度額、医療費分を６３万円から６５万円に、後期高齢者支援金等分を１

９万円から２０万円に引き上げております。介護納付金分につきましては変更がなく、合

計で９９万円から１０２万円となっております。 

 ３１ページをお願いします。 

 改正条文でございます。 

 まず、区分１、国民健康保険の被保険者に係る基礎課税額の定めでございます。 

 第３条第１項の所得割額の率を「１００分の７.１６」から「１００分７.６８」に変更

しております。 

 第４条は、被保険者均等割額で「２万３,２００円」から「２万４,８００円」に変更し

ております。 

 第５条は、世帯別平等割額で、特定世帯以外の額を「２万４,５００円」から「２万５,

２００円」へ、特定世帯については「１万２,２５０円」から「１万２,６００円」へ、特

定継続世帯については「１万８,３７５円」を「１万８,９００円」へ、それぞれ変更して

おります。 

 区分２、後期高齢者支援金課税額の定めについてでございます。 

 第６条の後期高齢者支援金課税額に係る所得割額ですが、「１００分の２.６１」を

「１００分の２.６６」に変更しております。 

 第７条第１項で、被保険者均等割額を「８,７００円」を「８,８００円」に変更してお

ります。 

 ２項では、世帯別平等割を特定世帯以外の額を「９,１００円」を「８,９００円」に、

特定世帯については「４,５５０円」を「４,４５０円」に、特定継続世帯については

「６,８２５円」を「６,６７５円」に、それぞれ変更しております。 

 区分３、介護納付金課税額の定めについてでございます。 

 第８条の介護納付金課税額に係る所得割額ですが「１００分の１.９４」を「１００分

の１.９９」へ変更しております。 

 第９条で、被保険者均等割額を「８,９００円」を「９,０００円」に変更しておりま
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す。 

 第９条の２では、世帯別平等割を「６,９００円」を「７,０００円」に変更しておりま

す。 

 ３２ページをお願いします。 

 区分４からは、第２３条関係で、国民健康保険税の減額についてでございます。 

 第２３条第１項第１号は、７割軽減として減額する額についてで、基礎課税額の均等割

額を「１万６,２４０円」から「１万７,３６０円」に、平等割額の特定世帯等以外の世帯

については「１万７,１５０円」を「１万７,６４０円」に、特定世帯については「８,５

７５円」を「８,８２０円」に、特定継続世帯については「１万２,８６３円」を「１万

３,２３０円」に変更するものでございます。 

 後期高齢者支援金等課税額の均等割額につきましては「６,０９０円」を「６,１６０

円」に、平等割額の特定世帯等以外につきましては「６,３７０円」を「６,２３０円」

に、特定世帯については「３,１８５円」を「３,１１５円」に、特定継続世帯については

「４,７７８円」を「４,６７３円」に変更するものでございます。 

 また、介護納付金課税額の均等割額は「６,２３０円」を「６,３００円」に、平等割額

については「４,８３０円」を「４,９００円」に変更するものでございます。 

 区分５、同条同項第２号は、５割軽減として減額する額についてで、基礎課税額の均等

割額を「１万１,６００円」から「１万２,４００円」に、平等割額の特定世帯等以外の世

帯については「１万２,２５０円」を「１万２,６００円」に、特定世帯については「６,

１２５円」を「６,３００円」に、特定継続世帯については「９,１８８円」を「９,４５

０円」に変更するものでございます。 

 後期高齢者支援金等課税額の均等割については「４,３５０円」を「４,４００円」に、

平等割額の特定世帯等以外については「４,５５０円」を「４,４５０円」に、特定世帯に

ついては「２,２７５円」を「２,２２５円」に、特定継続世帯については「３,４１３

円」を「３,３３８円」に変更するものでございます。 

 また、介護納付金課税額の均等割額は「４,４５０円」を「４,５００円」に、平等割額

については「３,４５０円」を「３,５００円」に変更するものでございます。 

 ３３ページをお願いします。 

 区分６、同条同項第３号は、２割軽減として減額する額についてで、基礎課税額の均等

割額を「４,６４０円」から「４,９６０円」に、平等割額の特定世帯等以外の世帯につい

ては「４,９００円」を「５,０４０円」に、特定世帯については「２,４５０円」を「２,

５２０円」に、特定継続世帯については「３,６７５円」を「３,７８０円」に変更するも

のでございます。 

 後期高齢者支援金等課税額の均等割額については「１,７４０円」を「１,７６０円」

に、平等割額の特定世帯等以外については「１,８２０円」を「１,７８０円」に、特定世

帯については「９１０円」を「８９０円」に、特定継続世帯については「１,３６５円」
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を「１,３３５円」に変更するものでございます。 

 また、介護納付金課税額の均等割額は「１,７８０円」を「１,８００円」に、平等割額

については「１,３８０円」を「１,４００円」に変更するものでございます。 

 区分７、同条第２項第１号は、未就学児の基礎課税額の被保険者均等割額の減額で、未

就学の子供１人につき、７割軽減世帯では「３,４８０円」を「３,７２０円」に、５割軽

減世帯では「５,８００円」を「６,２００円」に、２割軽減世帯では「９,２８０円」を

「９,９２０円」に、それ以外の世帯では「１万１,６００円」を「１万２,４００円」

に、それぞれ改正するものでございます。 

 区分８、同条同項第２号は、未就学児の後期高齢者支援金等課税額で、被保険者均等割

額の減額で、未就学の子供１人につき、７割軽減世帯では「１,３０５円」から「１,３２

０円」に、５割軽減世帯では「２,１７５円」を「２,２００円」に、２割軽減世帯では

「３,４８０円」から「３,５２０円」に、それ以外の世帯では「４,３５０円」を「４,４

００円」に、それぞれ改正するものでございます。 

 ３４ページをお願いします。 

 附則として、第１項で、施行期日を公布の日から施行し、令和４年４月１日から適用す

る。 

 第２項の適用区分として、この条例による改正後の羅臼町国民健康保険税条例の規定

は、令和４年度以後の年度分の国民健康保険税について適用し、令和３年度分までの国民

健康保険税は、なお、従前の例によると定めております。 

 ３５ページをお願いいたします。 

 本税率改正の影響につきまして御説明いたします。 

 なお、試算は、今年度の概算の課税所得で計算しておりますことを御了承願います。 

 表の上段左①は、４０歳から６４歳の１人世帯、所得４３万円以下の７割軽減世帯の想

定で、年額８００円の増額となっております。 

 同じく上段右②は、６５歳以上の１人世帯で、所得５８万円、５割軽減世帯では、年額

１,５００円の増額となっております。 

 表の中段③は、所得２５０万円の３９歳以下２人世帯で、年額１万５,６００円の増

額。④所得４００万円、４０歳以上２人世帯で、年額２万６,３００円の増額。 

 表の下段⑤所得４００万円で、３９歳以下の夫婦と子供２人、４人の一般的な子育て家

庭では、年額２万５,９００円の増額。⑥の所得８００万円で、３世代同居の４０歳以上

の方４名、子供２名の６人世帯で、賦課限度額の税額となっております。 

 増額の主な要因といたしましては、全道の国保加入者の平均的な所得に比べ、羅臼町の

所得の平均が高いこと、また、医療費が低い保険者に交付される北海道からの補助金の割

合が統一保険料を目指すため、段階的に引き下げられていくことによるものでございま

す。 

 参考までに、１世帯当たりの被保険者数の構成割合及び所得階層ごとの世帯構成割合を
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載せております。 

 なお、今年度課税所得は昨年度に比べ、被保険者数は１２０名程度減少しております

が、所得は昨年度並みとなっていることから、被保険者１人当たりの所得も若干上がる見

込みです。今後、国保加入者の人数及び世帯数、加入者の所得状況の確定後、課税計算を

行うこととしておりますことを御了承願います。 

 以上でございますが、続きます３６ページには、課税限度額の見直しについての資料、

３７ページからの資料７に、本条例の新旧対照表を掲載しておりますので、後ほどお目通

し願います。 

 なお、本条例改正につきましては、去る５月１１日開催の令和４年第２回羅臼町の国民

健康保険事業の運営に関する協議会に諮問し、原案のとおり答申をいただいているもので

ございますことを御報告させていただきます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第３２号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 議案第３２号羅臼町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について、原案のと

おり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、日程第２０ 議案第３２号羅臼町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例制定については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２１ 議案第３３号 財産の取得について 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第２１ 議案第３３号財産の取得について議題といたしま

す。 

 提案理由の説明を求めます。 

 環境生活課長。 

○環境生活課長（長岡紀文君） 議案の５１ページをお開き願います。 

 議案第３３号財産の取得について。 

 次の物件を取得したいので、地方自治法第９６条第１項第８号並びに議会の議決に付す

べき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規定に基づき、議会の議決を求

めるものでございます。 
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 １、所得物件、じん芥収集車。 

 ２、取得の目的、一般廃棄物収集運搬業務のため。 

 ３、所得価格、１,７８２万円。 

 ４、取得の相手方、釧路市鳥取大通６丁目８番１１号。ＵＤトラックス道東株式会社釧

路支店、支店長、岩田敏典でございます。 

 なお、取得する財産に関する資料は、別冊参考資料４５ページから４６ページにかけ

て、資料８、令和４年度じん芥収集車購入仕様書及び姿図を掲載しておりますので、後ほ

ど御参照くださいますようお願い申し上げます。 

 また、納入期限につきましては、受注生産となることから、令和５年３月１０日までと

しております。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第３３号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 議案第３３号財産の取得について、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、日程第２１ 議案第３３号財産の取得については、原案のとおり可決され

ました。 

──────────────────────────────────── 

◎閉会宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） これで、本日の日程は全部終了いたしました。 

 会議を閉じます。 

 令和４年第３回羅臼町議会臨時会を閉会いたします。 

 御苦労さまでした。 

午後 １時３６分 閉会 
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